
上牧町まち・ひと・しごと創生総合戦略　事業評価シート

１．事業概要「PLAN（計画）」

２．実施結果「DO（実施）」 （単位：千円）

（事業費単位：千円）

２０２０年

事業費 KPI 事業費 KPI 事業費 KPI 事業費 （最終目標値）

基本的方向

関連部局

 （　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

基本目標

事業開始年度

KPI
２０１５年度
（基準値）

２０１９年度
（予定）

KPI

２０１８年度
（予定）

２０１７年度
（予算・予定）

２０１６年度
（実績）

担当部

担当課

実施方法

総合戦略上の
位置づけ

同施策における取組内容

コスト

事
業
費

その他

財源合計

財源内訳

総事業費

報償費

項目／年度

担当係

施策

取組内容

趣旨・目的

取組（事業）内容

総合戦略掲載ページ

平成２８年度（決算）

その他

一般財源

平成２９年度（予算） 平成３０年度（予算） 平成３１年度（予算）

総合戦略記載
担当課

町が直接実施 委託又は指定管理 補助金・負担金 その他

評価する取組の担当部署、年度、実施方法、総

合戦略（本編）記載ページを示しています。

評価する取組が総合戦略（本編）のなかのどの基本目標、基

本的方向、施策に位置づけられているかを示しています。

評価する取組の趣旨・目的・内容を示しています。

評価する取組が位置づけられている施策に設定されているKPI（重要業績評価指標）に対し、取組の実施によってどのような実績・結果があら

われているか、また目標を定めているかを示しています。ただし、取組自体がKPIと直接関連のないものについては記載を省略しておりますが、取組

単独で数値目標を設定しているものについては、独自の目標値を示しています。

評価する取組の実施に要した事業費及び財源を示しています。

（予定も含みます）



３．事業の分析「CHECK（評価）」

４．今後の方向性「ACTION（改善）」
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取組（事業）の方向性

事業の見直し余地

Ａ．目標よりも大きな成果が得られた Ｂ．概ね目標の成果が得られた Ｃ．目標とする成果は得られなかった

Ａ．増加する方向にある Ｂ．現状と変わらない Ｃ．減少する方向にある

Ａ．必要性が高い Ｂ．必要性がある程度認められる Ｃ．必要性が低い、ない

Ａ．見直す余地がありすぐに実施 Ｂ．見直す余地があるが時間が必要 Ｃ．見直す余地がない

社会環境の変化によって、サービス対象者が増えている、または増えることが予想される

社会環境の変化により、当該事務事業が解決すべき課題が増えている、または増えることが予想される

サービスの拡大や充実を求める意見・要望が増加している

まだ取組成果が十分にあがっておらず、課題が解決しきれていないため、ニーズは今後も増える、または増えることが予想される

その他

法令等により、町に実施が義務付けられている

民間が実施した場合、町民生活に深刻な影響が生じる

民間で実施することが、収益性や技術面の観点から難しい

町が何らかの関与（監督、指導等）をしないと、問題が発生する可能性がある

その他

民間委託や指定管理者制度の活用などの事業手法の見直しの余地がある

事業費や人件費などのコストを圧縮する工夫の余地がある

業務の進め方や手続き（業務プロセス）を簡略化・簡素化する余地がある

社会情勢やニーズの変化等により、サービスの対象・量・水準を見直す余地がある

その他

受益者負担のあり方について見直す余地がある

成果を高める工夫の余地がある

現状のまま継続 見直しして継続 一時休止 廃止・中止 完了

拡大 現状のまま継続 縮小

拡大 現状のまま継続 縮小

○.××××××××××××評価する取組の項番及び取組内容名（目次参照）を示してい

ます。

評価する取組のニーズの方向性についての分析結果とその根拠・

理由について該当する内容を示しています。

評価する取組の町関与の必要性についての分析結果とその根

拠・理由について該当する内容を示しています。

評価する取組の事業の見直し余地についての分析結果とその根

拠・理由について該当する内容を示しています。

評価する取組の今後の方向性、事業費、労働量など、事業の実施結果を受けての

今後の取組方針を示しています。未実施事業についても計画期間中の実施プランを

記載しています。

評価する取組の達成度について、A～Cの3段階評価とその根拠、

理由を示しています。


